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純放射 蒸散顕熱

蒸発 地表面熱フラックス全天放射

植物からの蒸散増加→ 増加
植生群落による の遮断→ 減少

純放射 蒸発散潜熱 顕熱 地表面熱フラックス

気象条件に基づく土中水分・地温変化予測には

地表面熱収支が大事

植物の生長との関係は？

はじめに



本研究の目的

• 植物の生長と全天放射 を遮断する効果の関係

• 植物の生長と地表面熱収支における の割合変化

デントコーン栽培圃場における蒸発散潜熱 と
地表面熱フラックス の変化を測定する



現場測定

作土層
(0～30cm)

圃場：三重大学附属農場デントコーン畑

測定期間：6月1日～11月10日
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植物の生長
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6/29→7/17：植物の生長によって 遮断効果増加
7/17→8/14：LAI増加に関わらず 遮断効果一定
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日中の全天放射と地表面熱フラックスの変化



全天放射に対する地表面熱フラックスの割合変化

被覆率の変化に対応し、 が変化
植物体大、LAI大のデントコーンでは被覆率90%で 遮断効果大
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純放射と蒸発散潜熱の変化

6/29→7/17,8/14：植物生長によって 増加
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デントコーンがまだ小さい状態でも の80％程度が で消費

純放射に対する蒸発散潜熱の割合変化
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まとめ

• 被覆率の変化に対応し、 が変化
• 植物体大、LAI大のデントコーンでは被覆率90%で 遮断効果大

植物の生長と地表面熱フラックスの変化

植物の生長と蒸発散潜熱の変化

• 植物が生長→  増加
• デントコーンがまだ小さい状態でも の80%程度を で消費

デントコーン栽培圃場における と の変化を測定した


